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【第 3弾】部活動派遣費問題を考える 

地域円卓会議 in八重山 
 

不足している部活動の派遣費用、 

民間寄付・ふるさと納税等多様な支え方を考える。 

 

実施報告書 

 

 

 

日  時： 2022 年 9 月 26 日（月）18:30-21:10（受付開始 18:00～、配信開始 18:20～） 

場  所： 大濱信泉記念館 多目的ホール（石垣市登野城 2-70）、オンライン配信（zoom） 

共  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄、株式会社ハブクリエイト 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄  
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】【第 3弾】部活動派遣費問題を考える地域円卓会議 in八重山 

■日  時：2022 年 9 月 26日（月）18:30-21:10 

■場  所：大濱信泉記念館 多目的ホール、 

オンライン配信（zoom） 

■着席者数：7 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

      （内、オンライン 1 名） 

■参加者数：14 名（スポーツクラブ、部活動父母会等） 

（内、会場 7 名、オンライン 7 名） 

■共  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

株式会社ハブクリエイト 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

嘉数 菜利子 
（公益財団法人みらいファンド沖縄 沖縄・離島の子ども派遣基金プログラムオフィサー） 

不足している部活動の派遣費用、 

民間寄付・ふるさと納税等多様な支え方を考える。 

部活動派遣費問題を考える円卓会議、過去 2 回の円卓会議において、「離島に暮らす子どもたちの移動を制限して

しまうことは体験保障の大きな障害であり、教育格差の象徴である。那覇市の子どもたちの負担と比較しながら具体

的な是正プランを立て、県や国に呼びかけるべき」との提言があった。 

さらに、人口の少ない離島においては、旅行自体の手配（移動・食事・宿泊・練習場所等）も大きな負担となる。

さらに、派遣前の支出も多くその立替費用等があきらめの原因となっている。これらの周辺課題の負担軽減と担い手

の担保が必要という事実確認も行われた。 

今回の円卓会議は、必要な財源をすべて行政で賄うことが難しい場合、民間寄付・ふるさと納税などの外部資源の

活用もしっかり検討し、多様な資金源を持って子どもたちを支える議論をしたい。 

 

センターメンバー 

 
嘉数 菜利子  

公益財団法人 

みらいファンド沖縄 

     
根原 工 

登野城スポーツ少年団 

バレーボール部 総監督 

 
石川 勇作 

石垣市議会議員 

 
玉城 力 

日本トランスオーシャン

航空 八重山支社長

（兼）八重山営業所長 

 
  山田 健一郎 

公益財団法人 

佐賀未来想像基金 

理事長 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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今後のアプローチの方向性（提案） 

１) 派遣費の資金造成は民間も参入できるフィールド。官民でお互いの良さを活かしながら、資金

造成活動を地域づくりの文化として昇華させるべき。 

２) 離島の派遣費負担の数値感はある程度わかったので、どのくらいの金額があれば、どれだけの

人が移動できるのか、基金のサイズを検討していきたい。 

３) そもそもの派遣費をコストダウンする事はできないか。検討を継続していきたい。 

４) 離島の派遣費の負担について白書にまとめ、沖縄県と沖縄県民に伝え、対話の機会をつくって

いく。まずは大会主催者の理解につなげたい。 

５) ふるさと納税を活用した派遣費支援の仕組みを石垣市で先行して実施できないか。募集の際

には子どもを派遣する事の意義を伝えていく。沖縄県のふるさと納税に波及するモデルにし

たい。 
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■参加者によるサブセッション 

不足している部活動の派遣費用、 

民間寄付・ふるさと納税等多様な支え方を考える。 
（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

                       

① 

・資金造成の情報どこから？ 

・入札→父母会別にエントリーして安い方 現

状の資金造成 

・マーチング：ポスティング、お祭り 

・父母会の集まり自体難しい コロナの影響 

・「どの大会かメインですか？」という話も父母

からあがる 

・ホテル那覇コウ、ユースホステルもおすすめ 

・試合後、15 日経って枠がやっと決まった 手

配の苦労 

 →運営の問題 

・急に枠が空く手がある。子ども達に体験させ

たい 

 →離島の苦労がわかってない。 離島軽視 

・雨天の場合 

・急に会場が南部→北部に 

 ホテル変更 

・大会側に依頼した 

 

② 

・会社で社員の子どもが１回派遣に付き１万円 

・ボキンは誰かわからない 

・従業員も子どももよろこぶ。 

・代表選手の合同練習の負担が大きい。 

・部活内で格差 

・金せん的派遣して行けない子 メンタル引き

ずる 

・寄付をまとめる団体がほしい 

・（人気商品の）売上げの 2％を竹富町の派遣費

に 

・１人親家庭 

・ピンポイントに派遣費にまわしたい 

 

③ 

・代表が決まったときは高い。特にホテル。 

・団体手配割高。 

・楽器運送費高い。120 万円。 

・マーチング指導者 みな本島・Air でくる。 
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【第 3弾】部活動派遣費問題を考える地域円卓会議 in八重山 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2022年 9月 26日（月）18:30-21:10 

・場所：大濱信泉記念館 多目的ホール 

・着席者：7名（論点提供者、司会、記録者含む） 

       ※オンライン１名 

・参加者：会場７名（取材１名）、オンライン７名 

（アンケート回収 9 名、回収 64％） 

１．どちらから？ 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

４．満足度 

平均：4.6（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

未 

記 

入 

7 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 色々な立場の方の意見や考え方を聞くこと

ができた 

 派遣の実情を知ることができました 

 マーチング指導者の招へいや派遣以外の費

用も相当かかっている現実を知ることがで

きた 

 派遣費の負担が軽くなっていく希望が持て

たから 

 他の父母会の方々のお話を聞けて、みんな苦

労されていることを知り、 

 その課題を考え行動してくださっている

方々もいらっしゃることもわかりありがた

く思いました。 

 色々なお話をきけてとても良かったです 

 様々な角度から課題の吸い上げや意見が集

められて、全体像が見えてきた感じ。今後ど

の様に離島の部活動派遣費の問題を目に見

える形で解決できるか。地域住民や企業、行

政、様々な立場で出せるアイディア、できる

活動を考えていく良いキッカケになった。 

 同じ離島同じ問題を抱えているので本当に

長崎から見て勉強になります 

(２. あまり満足していない) 

・ 課題がずっと前から同じで、解決策としてな

にか出るかと思ったが少しぜんねんに思い

ましたがこのような動きをされてると知れ

たのが良かったです。 

 

 

 

石垣市 
   

沖縄県 
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６．円卓会議で印象に残ったこと 

 クラウドファンディングやら、ふるさと納税

など、もっと共感してもらえるような啓発等

が必要ですね 

 石垣市内でも基金団体ができればこまかい

対応ができるかと思います。ありがとうござ

いました。 

 県内派遣の費用を県に負担してもらう案す

ごく共感できた 

 ふるさと納税の仕組み活用 

 県大会に関しては、県民の負担に格差があっ

てはいけないというのは全くその通りと思

いました。離島から参加する費用は県で負担

してもらえるようになると良いと思います。

佐賀県からのお話もとても興味深かったで

す。 

 根原さんがおっしゃっていた地域内ででき

るファンドレイズの様な形は、地域事業者も

もっと知るべき内容だと発見があった。観光

地域且つ、人手不足の離島圏の別の課題とク

ロスさせることができないか。また、NPOの

様な形で受け皿となる団体が地域に必要だ

と感じた。 

 休眠預金後の資金獲得 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 

  

  

 

 

 


